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られている(渡辺，新井1956，Asai & Nasuno 1958).また黒砲の場合，グルコー ズからL-アスコ






1 1の工ルレンマイ工ルフラスコにペクチγ酸1.0%， (N~)出向， 0.4 %， Na2HPO， 12 Hρ 
0.5 %， KHzPO， 0.2%， MgSO， 7HzO 0.05%の培養液700mlを加え，E. aroideae (小
沢，岡本1956)を接種して270C仁静置培養すれば， 3日目からガラクチュ口ン酸やその重合体










ブタノー ル・酢酸・水 (4:1:2)を溶媒として用いた場合のRFは0.20，フ工ノー ル ・水 (3: 
1，1%の蟻酸を含む)の場合のRFは0.11であった.カルパゾール反応の変法〈渡辺，新井195
6)仁よる吸牧極大波長53伽n/J，Seliwanoffの反応の変法 (Glick1954)では660mμ，ジステイ
シ・カルパゾー ル反応では 540"，550mμ であった.α ナーフトー ル反応、+，フ日ログルジγ反応+，
オルジγ反応 (Bial法)+，塩化第二鉄呈色反応一， フェリツグ液を室温では還元しない.ケト
酸に属してやるようであるが， L-アスコルピシ酸，デヒド口ー L-アスコルピγ酸， 2，3-ヂケトー L-夕日
γ酸， 2-ケトー L戸グ口γ酸， 2-ケトまたはふケトグルコン酸， 5-ケトー Lー ガラクトン酸 (Ehrlich




E. aroideaeを炭素源 0.5%.(NH，)a HPO， 0.4%. Na2 HPO， 12H20 0.5 %. KH2 
PO， 0.2%. MgSO， 7H20 0.05 %の培地に接種して280Cで48時間振温培養し，遠心分離











































反応液の組成 L終末濃度〕は次ぎの通りで，第 1~8 図を通じ，すべて閉じである.
主 室:燐酸塩緩衝液 (pH7.0) Mj45 
菌体懸濁液 0.6ml(乾燥菌体の重量約 3mg)
側 室:各種基質 Mj10∞，ただしペクチン酸，代謝中間物は0.0195'五
副室:20% KOH 0.2ml 
総液量 2.6ml，温度300C






結果は第 3~第 6 図の通りであった.



































































































P. .fluorescensは5-ケトー Lー ガラクトン酸に対して酸素吸牧を示さないが.E. aroideaeのガ
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